
　同施設は明治35（1902）年に創建された建物
で、ワサビ栽培や養蚕などを営んでいた農家
の母屋です。四つの部屋が田の字形に並んだ
「四つ間取り（よつまどり）」は農家の典型的な間
取りで、土間や養蚕用の屋根裏部屋などと共

に、当時の生活がう
かがえます。平成19
（2007）年に所有者の
箕輪家から市に寄贈され、市指定有形文化財に指定され
ました。
　整備工事では建物をいったん解体し、できるだけ元
の部材を活用して昭和25～55年頃の状態に復元しま
した。室内から垣間見える屋根のかやぶきや太い梁（は
り）、土壁など、随所に職人の技が生きています。
　室内の展示コーナーでは、この古民家の特徴やかつて
使われていた農具、解体・復元整備の詳しい解説なども
ご覧いただけます。
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総合防災訓練に参加して
「防災力」を高めよう 2面

オリジナルデザインの「婚姻届
受理証明書」を発行しています 2面

10月は消費者月間です 3面

第17回みたか市民活動・
NPOフォーラム 3面

市からのお知らせ 11面から

高畑勲監督追悼映画上映会 12面

今号の紙面から

市外局番「0422」は省略。 主催者  日時・期間  対象・定員  場所・会場  講師  費用  持ち物  申込方法  問い合わせ  保育あり  手話（要約筆記）あり

市長コラム

三
鷹
市
長

偽
り
の
ハ
ガ
キ
に
は
だ
ま
さ
れ
ず

慶
び
の
証
明
書
は
活
か
し
て
く
だ
さ
い

　

10
月
は
、
消
費
者
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の「
消
費
者
月

間
」で
す
。
三
鷹
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
が
詐
欺
被
害
や
悪

質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
消
費
者
活
動
を
さ

れ
て
い
る
市
民
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

う
な
ど
、
消
費
者
被
害
の
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

実
は
9
月
中
旬
、私
宛
て
に「
偽
り
の
ハ
ガ
キ
」が
届
き
ま

し
た
。
内
容
は「
あ
な
た
に
民
事
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、
訴
訟

の
取
り
下
げ
期
日
が
迫
っ
て
い
る
た
め
、
記
載
さ
れ
た
電

話
番
号
に
連
絡
を
」と
い
う
も
の
で
す
。
差
出
人
が
法
務
省

支
局
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
信
じ
て
電
話
を
か
け
た
多

く
の
方
が
詐
欺
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
ま
す
。
電
話
を
か
け

る
と
、
弁
護
士
を
か
た
る
人
に
調
査
費
用
や
示
談
金
と
し

て
現
金
を
振
り
込
む
よ
う
に
と
だ
ま
さ
れ
、
す
で
に
都
内

で
1
億
円
を
超
す
被
害
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

三
鷹
市
内
で
も
、
女
性
を
中
心
に
こ
の
よ
う
な「
偽
り
の

ハ
ガ
キ
」が
届
い
て
い
ま
す
が
、
絶
対
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
が
お
手
元
に
届
き
、
少
し

で
も
不
審
に
思
わ
れ
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
三
鷹
市
の
消
費
者

活
動
セ
ン
タ
ー
や
三
鷹
警
察
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、三
鷹
市
で
は
、三
鷹
市
長
宛
て
に
提
出
し
て
い
た

だ
い
た
婚
姻
届
に
つ
い
て
、
申
請
に
基
づ
き
交
付
す
る「
婚

姻
届
受
理
証
明
書
」を
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
い
た
し
ま
し

た（
写
真
・
2
面
参
照
）。
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
お
二
人

の
誓
い
の
気
持
ち
や
愛
の
絆
を
確
か
な
も
の
と
す
る
、
ま

さ
に「
慶
び
の
証
明
書
」と
も
い
え
る
受
理
証
明
書
の
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
、
三
鷹
市
名
誉
市
民
の
宮
崎
駿
監
督
が
描
い

て
く
だ
さ
っ
た
三
鷹
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
鷹
の
子
の

「
Ｐ
ｏ
ｋ
ｉ（
ポ
キ
）」、
今
年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た「
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
」と
今
年
開
館
10
年

目
を
迎
え
た
国
立
天
文
台
構
内
に
あ
る「
三
鷹
市
星
と
森

と
絵
本
の
家
」の
写
真
を
あ
し
ら
い
ま
し
た
。

　

本
籍
や
住
所
が
三
鷹
市
で
は
な
い
方
で
も
、
三
鷹
市
に
婚

姻
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
、
受
理
証
明
書
を
三
鷹
市

長
が
発
行
で
き
ま
す
。
平
成
25
年
以
降
に
婚
姻
届
を
三
鷹

市
に
提
出
さ
れ
た
方
に
も
発
行
い
た
し
ま
す
。
三
鷹
市
ら

し
い
デ
ザ
イ
ン
の「
婚
姻
届
受
理
証
明
書
」に
よ
っ
て
、
結
婚

の
誓
い
を
強
く
心
に
刻
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

四つ間取り

ケーブルテレビの広報番
組「みる・みる・三鷹」では
「市長のひとことコーナー」
を放送しています（放送時
間は12面参照）。

市長の　　　　コーナーひと
　こと

ワサビ栽培と昔の暮らしを伝える

大沢の里古民家が
オープン

　三鷹市大沢の里古民家は、明治から昭和にかけて使われていたワサ
ビ・養蚕農家です。市では、市民から寄贈されたこの建物の保存・整
備を進め、いよいよこの秋から一般公開します。季節と共にあった昔の
暮らしを伝える古民家と、今なお残る里山の風景の魅力をお楽しみく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　 　 生涯学習課☎内線2921

　大沢の里の周辺には、都内とは思えないほどの
自然豊かな里山の風景が残っています。国分寺崖
線の湧水池を源とする野川沿いのこの一帯は、縄
文時代から人々が暮らしを営んできた場所です。
古民家の対岸の大沢の里水車経営農家では、日本
でも有数の直径4.6ｍの水車「新車(しんぐるま)」
が現在も稼働しています。近くには市内唯一の遺
跡見学施設「出山横穴墓」もあり、初夏にはホタル
が現れる貴重な水田風景が広がります。

上部に太い梁が通る台所

職人技が随所に光る復元整備 散策に最適！周辺に広がる里山の景色

◆開館時間　午前10時～午後4時（4月～9月は5時まで）
◆休館日　火曜日（火曜日が休日の場
合は開館し、その翌日が休館）、年末
年始

◆入館料　200円（中学生以下は無料）
※「水車経営農家」と合わせて見学できま
す。年間パスポート1,000円もあり。

◆所在地　大沢2-17-3（大沢の里公園内）
◆アクセス　JR三鷹駅南口から「榊原記
念病院」「朝日町三丁目」または「車返
団地」行きのバスで、「竜源寺」バス停
下車、徒歩5分

※自家用車での来場はご遠慮ください。
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　大沢のワサビ栽培の歴史は約200年前にさか
のぼります。江戸で流行していた刺し身の広が
りとともに、大沢の湧水を利用したワサビ栽培
は盛んになりました。近年は栽培量も少なくなってい
ましたが、昨年、古民家の前にわずかに自生してい
たワサビを鑑定したところ、江戸時代の品種がその
まま残っていることが判明しました。今後は市民ボ
ランティアの協力を得ながら、歴史ある貴重な
ワサビを復活させ、守り、継承していきます。

湧水によるワサビ田の復活に向けて

かつて使われていた「箕輪山葵園」の
名入り半纏（同施設展示コーナーより）

　ワサビの食体験や古民家の暮らし方講座、寺子屋講座など、古
民家をもっと楽しむためのイベントを毎週開催します。詳しく
は、市ホームページや同施設で配布する予定表をご覧ください。

週末を中心に
イベントを
定期開催

見学のご案内

午後1時

11月
4日㈰

三鷹市オリジナルデザインの「婚
姻届受理証明書」を手に


